
ハート〈心〉を結ぶ コミュニティーマガジン

HEART
シルスクラブでは定期的に様々な催しを企画しています。
いずれも定員になり次第締切らせていただきます。
お気軽にご参加下さい。

発行者　シルスクラブ事務局・・・高知県香美市土佐山田町西本町 2-2-20　☎0887-53-5151
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私たちスタッフも一緒にぬり絵にチャレンジしました。
皆さんかなりの集中力で黙々とぬり絵を楽しみました。
ぬり絵は脳と心の活性化に役立つと言われてますが、これは
本当です。皆さんもぜひチャレンジしてみて下さい。（のなか）

大人のぬり絵教室
日時：平成 19年 5月 27日（日）PM1～3時
場所：葬祭会館風の記 ( 野市町東野 )

アンニョンハセヨ?とヨンチョル先生の挨拶から始まり、調理前
にハングル語を教えていただきました。皆さん優秀で発音もばっ
ちりでした。皆さん手際よくあっという間に完成していました。
私もごちそうになりましたが、香ばしいチヂミと甘ピリ辛のトッ
ポッキはとても美味しかったです。（うらい）

ヨンチョルさんの韓国家庭料理教室
日時：平成19年６月 2４日 (日 )AM10～PM１時
場所：土佐山田町中央公民館

日時：８月2６日(日)午前9時30分～午後1時
場所：平山ふれあい館
　　　（高知県香美市土佐山田町平山４５９番地）
http://www1.quolia.com/hirayama.fureai/
材料費：1,000円 (水鉄砲・竹馬各1個分 )
定員：小学生までのお子様と保護者10家族
・基本的には現地集合、現地解散でお願いします
・屋外で作成するため帽子等ご着用下さい
・後日、参加者に詳しい地図をお送りいたします
・刃物等使用しますので必ず保護者の方がついて下さい
・昼食は自由ですが［ほっと平山］のチキンライス￥500も有
※雨天の場合は室内で作りますので室内履きをご持参下さい

親子竹細工教室
夏の思い出に 水鉄砲と竹馬を作って遊ぼう !
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梅
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明
け
が
待
ち
遠
し
い
季
節
で
す
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会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
ご
鞭
撻
を

た
ま
わ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

シ
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ク
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夏
号
が
出
来
ま
し
た
の
で
お
届
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
家
族
お
揃
い
で
ご

高
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

先
般
、
五
月
に
大
人
の
ぬ
り
絵
教
室
、

六
月
に
韓
国
家
庭
料
理
教
室
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
参
加
の
会
員
様
に
は
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
お
葬
儀
の
勉
強
会
や
講
演
会

な
ど
、
教
養
の
セ
ミ
ナ
ー
等
も
企
画
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
シ
ル
ス
ク
ラ
ブ
を
便
利

に
使
っ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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日時：９月2３日 (日 )　定員：20名
行程表：一草記　　心月記　　鳴門北 I.C
　　　７:２０発　　７:５０発　  １１:３０
　　 　１８:００　　１７:３０　  １５:００
※上記の時間は目安です (途中、休憩等あり )
出発時間までに上記会館にお集まりください

参加費：大人2,000円（入館料・保険代含）
　　　　  小･中・高校生は1,000円（  〃  ）
　　　　　(学生証をお持ちの方はご持参下さい )
行き先：大塚国際美術館　☎088-687-3737
　　　　(徳島県鳴門市鳴門町　鳴門公園内 )
http://www.o-museum.or.jp/japanese/index.html

・昼食は館内レストランにて個人負担でお願いします
・弊社の28名乗りバス使用（高知道～徳島道～鳴門北）
・音声ガイド (500円 )は自己負担でお願いします

大塚国際美術館バスツアー
芸術の秋と言えば、

大塚国際美術館は、世界中の有名な絵画1074点を
選んで実物と同じ大きさの陶板で再現しています。
※募集人員に満たないときは実施を取りやめることがあります。
　予め御了承ください。
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ひ
と
・
ま
ち
・
こ
こ
ろ

高知県集中豪雨  忘れてはいけない現実
　
一
九
九
八
年
九
月
二
十
五
日

前
夜
か
ら
降
り
始
め
た
大
雨
に
よ
っ

て
、
高
知
県
は
大
変
な
被
害
を
う
け

ま
し
た
。
近
年
こ
の
様
な
災
害
に
無

縁
だ
っ
た
為
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た

事
を
覚
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
時
の
流
れ
と
共
に
記
憶
も

う
す
れ
忘
れ
ら
れ
る
の
が
現
実
で
す
。

今
回
は
、
災
害
に
つ
い
て
あ
ら
た
め

て
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
、
高
知
市

葛
島
の
一
円
金
物
店 

美
馬
英
男
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
当
時
は

ど
の
よ
う
な
状
態
で
し
た
か
？

「
堤
防
が
崩
壊
し
、
水
が
道
路
や
家
ま

で
押
し
寄
せ
て
高
須
周
辺
も
大
変

や
っ
た
」

　
電
車
通
り
は
道
路
な
の
か
、
軌
道

な
の
か
分
か
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
大
津
バ
イ
パ
ス
で
は
一
面
、

川
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
高
須

周
辺
で
は
、
半
日
ほ
ど
で
水
は
ひ
い

た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
後
、
残
っ
て

い
た
の
は
、
い
た
る
所
か
ら
流
れ
て

き
た
大
量
の
ゴ
ミ
で
し
た
。

　
「
ゴ
ミ
集
め
が
一
番
大
変
な
作
業

だ
っ
た
よ
」
と
厳
し
い
表
情
で
話
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
々
が
集
め
た
ゴ
ミ
を
ト

ラ
ッ
ク
に
積
み
、
下
水
処
理
場
近
く

の
広
場
に
運
ぶ
と
い
う
作
業
が
何
往

復
も
続
い
た
よ
う
で
す
。
ゴ
ミ
が
片

付
く
と
水
と
一
緒
に
流
れ
て
き
た
泥

が
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
幸
い
な
こ

と
に
、
水
道
・
ガ
ス
・
電
気
は
通
常

通
り
使
用
で
き
、
洗
い
流
す
作
業
は

ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
と
の
こ
と
で
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
作
業
を
し
て
い
く
中

で
、
地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
が
、

大
切
か
を
実
感
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

近
年
、
高
須
周
辺
は
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
が
立
ち
並
び
、
転
勤
族
の
方
が
多

い
と
聞
き
ま
す
。

　
今
の
時
代
、
近
所
付
き
合
い
が
全

く
な
い
、
隣
の
人
は
ど
ん
な
人
が
住

ん
で
い
る
の
か
さ
え
知
ら
な
い
の
が

現
状
で
す
。
そ
の
よ
う
な
災
害
時
は

自
然
に
協
力
し
あ
え
る
、
人
の
温
か

さ
に
ふ
れ
た
そ
う
で
す
。

 　
美
馬
さ
ん
は
、
集
中
豪
雨
が
起

き
る
以
前
か
ら
、
地
域
の
人
々
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り

の
た
め
、
地
区
運
動
会
や
町
内
会

活
動
な
ど
積
極
的
に
参
加
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
今
は
、
若
い
人
に

引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
運
動
会

で
は
、
高
須
消
防
分
団
の
方
が
日

常
の
活
動
等
を
披
露
し
た
り
、
ま

た
新
し
く
引
っ
越
し
て
来
た
方
が

参
加
し
や
す
い
活
動
も
い
ろ
い
ろ

考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
地
域
の
方
と
の
ふ

れ
あ
い
、
が
近
い
将
来
起
き
る
と

い
わ
れ
て
い
る
南
海
地
震
に
も
活

か
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
災
害
が
起
き
て
か
ら
、「
準
備

を
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
」
と
思

う
人
が
多
い
中
、
日
頃
か
ら
の
訓

練
や
準
備
、
心
構
え
も
非
常
に
大

切
で
す
。
ま
た
、
人
と
人
と
の
繋

が
り
も
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
つ
く
づ
く
思
い
ま

し
た
。

今
回
、
資
料
を
お
借
り
し
当
時
の
様
子
を
記
録

し
た
内
容
を
読
み
ま
し
た
。
想
像
を
超
え
た
現

実
を
見
た
私
は
、
人
の
無
力
さ
、
自
然
の
偉
大

さ
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
う
け
ま
し
た
。
決
し

て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
・
・
・
そ
し
て
、
災
害

に
対
し
て
自
分
自
身
も
見
つ
め
直
さ
な
い
と
い

け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。　　
　
（
お
お
い
し
）

心
月
記
に
て
快
く
取
材
に

応
じ
て
く
れ
た
美
馬
英
男
さ
ん
▼

一
円
金
物
店
の
前
で
奥
様
と
一
緒
に

お盆というのはご先祖の霊を迎えるためのお祀りのことです。昔から日本で
はお正月とお盆にはご先祖の霊がこの世に帰ってくると考えられていました。
お盆には迎え火をたいてあの世に送るまでご先祖と一緒に暮らしているつも
りで過ごすのです。ご先祖の霊は胡瓜で作った馬に乗り帰ります。そして、
茄子で作った牛にお土産を載せてあの世に帰ります。お盆にはご先祖に捧げ
物を並べる盆棚を準備し、素麺や水、野菜などをお供えします。

灯
籠
、
月
灯
籠 

製
造
直
売

御来店時には会員カードをご持参ください。
会員価格にてご提供いたします。

①生地の材料を合わせ、だまにならないようによく混ぜ合わせる。
②細ねぎはきれいに洗って根の部分と葉先を切り取り水気をきる。
③海鮮物は洗ってから小指大に切り塩・こしょうで下味をつける。
④フライパンを熱して多めにサラダ油をひき細ねぎを根と葉が交互になるように揃えて
　生地につけて、熱したフライパンの上に広げてその上に海鮮物、赤ピーマンをのせる。
　その上に具が隠れるように手で溶き卵をかけ中火でこんがり焼く。

小麦粉　　200g
もち米粉　200g
卵　　　２個
水　　　1.5カップ
塩　　　少々

生
地

た
れ

しょうゆ　大さじ 1
酢　　　　大さじ 1
ゴマ　　　少々
砂糖　　　少々
みりん　　大さじ 1

《材料４人前》

ねぎ海鮮チヂミ
景福宮・ヨンチョルさんの父養寺・西佐古の

あじさい街道へ行ってきました

6月 24日撮影

色鮮やかな “あじさい” がとてもきれいでした。(べっちゃく)

※お好みの具材で作ってもよいです
※チヂミ用の粉も市販されています

営業時間

午前11:30～午後4:00
　　※土曜日は予約制
夜は金・土のみ (予約制 ) 
定休日　日曜・祝日
駐車場　約10台可能
土佐山田町新改374-1 
TEL.0887-53-4552

景 福 宮
キョンボックン

細ねぎ　　　1束
むきエビ　　　 パック
するめイカ　　 パック
赤ピーマン　1個
こしょう　　少々
卵　　　　　1個
サラダ油　　大さじ 2

1
2
1
2


